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○
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
四
号
）
（
抄
）

（
排
他
的
経
済
水
域
）

第
一
条

我
が
国
が
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
以
下
「
国
連
海
洋
法
条
約
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国
連
海
洋
法
条
約
第
五
部
に
規

定
す
る
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
そ
の
他
の
権
利
を
行
使
す
る
水
域
と
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
を
設
け
る
。

２

前
項
の
排
他
的
経
済
水
域
（
以
下
単
に
「
排
他
的
経
済
水
域
」
と
い
う
。
）
は
、
我
が
国
の
基
線
（
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二

年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
線
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
、
い
ず
れ
の
点
を
と
っ
て
も
我
が
国
の
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら

の
距
離
が
二
百
海
里
で
あ
る
線
（
そ
の
線
が
我
が
国
の
基
線
か
ら
測
定
し
て
中
間
線
（
い
ず
れ
の
点
を
と
っ
て
も
、
我
が
国
の
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら

の
距
離
と
、
我
が
国
の
海
岸
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
外
国
の
海
岸
に
係
る
そ
の
外
国
の
領
海
の
幅
を
測
定
す
る
た
め
の
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離

と
が
等
し
い
線
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
中
間
線
（
我
が
国
と
外
国
と
の
間
で
合
意
し
た

中
間
線
に
代
わ
る
線
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
線
）
と
す
る
。
）
ま
で
の
海
域
（
領
海
を
除
く
。
）
並
び
に
そ
の
海
底
及
び
そ
の
下
と
す
る
。

（
大
陸
棚
）

第
二
条

我
が
国
が
国
連
海
洋
法
条
約
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
そ
の
他
の
権
利
を
行
使
す
る
大
陸
棚
（
以
下
単
に
「
大
陸
棚
」
と
い

う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
海
域
の
海
底
及
び
そ
の
下
と
す
る
。

一

我
が
国
の
基
線
か
ら
、
い
ず
れ
の
点
を
と
っ
て
も
我
が
国
の
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離
が
二
百
海
里
で
あ
る
線
（
そ
の
線
が
我
が
国
の
基
線

か
ら
測
定
し
て
中
間
線
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
中
間
線
（
我
が
国
と
外
国
と
の
間
で
合
意
し
た
中
間
線
に
代
わ

る
線
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
線
及
び
こ
れ
と
接
続
し
て
引
か
れ
る
政
令
で
定
め
る
線
）
と
す
る
。
）
ま
で
の
海
域
（
領
海
を
除
く
。
）

二

前
号
の
海
域
（
い
ず
れ
の
点
を
と
っ
て
も
我
が
国
の
基
線
上
の
最
も
近
い
点
か
ら
の
距
離
が
二
百
海
里
で
あ
る
線
に
よ
っ
て
そ
の
限
界
が
画
さ
れ
る
部

分
に
限
る
。
）
の
外
側
に
接
す
る
海
域
で
あ
っ
て
、
国
連
海
洋
法
条
約
第
七
十
六
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
政
令
で
定
め
る
も
の

○
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
港
湾
管
理
者
」
と
は
、
第
二
章
第
一
節
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
港
務
局
又
は
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
を
い

う
。

２

（
略
）

３

こ
の
法
律
で
「
港
湾
区
域
」
と
は
、
第
四
条
第
四
項
（
第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り

認
可
が
あ
つ
た
水
域
を
い
う
。

４
～
９

（
略
）

（
港
湾
区
域
内
の
工
事
等
の
許
可
）

第
三
十
七
条

港
湾
区
域
内
に
お
い
て
又
は
港
湾
区
域
に
隣
接
す
る
地
域
で
あ
つ
て
港
湾
管
理
者
が
指
定
す
る
区
域
（
以
下
「
港
湾
隣
接
地
域
」
と
い
う
。
）

内
に
お
い
て
、
左
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
港
湾
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
公
有
水
面
埋
立
法
（
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大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
を
受
け
た
者
が
免
許
に
係
る
水
域
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
を
す
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

一

港
湾
区
域
内
の
水
域
（
政
令
で
定
め
る
そ
の
上
空
及
び
水
底
の
区
域
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
公
共
空
地
の
占
用

二

港
湾
区
域
内
の
水
域
又
は
公
共
空
地
に
お
け
る
土
砂
の
採
取

三

水
域
施
設
、
外
郭
施
設
、
係
留
施
設
、
運
河
、
用
水
き
よ
又
は
排
水
き
よ
の
建
設
又
は
改
良
（
第
一
号
の
占
用
を
伴
う
も
の
を
除
く
。
）

四

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
港
湾
の
開
発
、
利
用
又
は
保
全
に
著
し
く
支
障
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
政
令
で
定
め
る
行
為

２
～
６

（
略
）

（
港
湾
区
域
の
定
の
な
い
港
湾
）

第
五
十
六
条

港
湾
区
域
の
定
の
な
い
港
湾
に
お
い
て
予
定
す
る
水
域
を
地
先
水
面
と
す
る
地
域
を
区
域
と
す
る
都
道
府
県
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
が
、

水
域
を
定
め
て
公
告
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
水
域
（
開
発
保
全
航
路
の
区
域
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
水
域
施
設
、
外
郭
施
設
若
し
く
は
係
留
施
設
を

建
設
し
、
そ
の
他
水
域
の
一
部
を
占
用
し
（
公
有
水
面
の
埋
立
に
よ
る
場
合
を
除
く
。
）
、
土
砂
を
採
取
し
、
又
は
そ
の
他
の
港
湾
の
利
用
若
し
く
は
保
全

に
支
障
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
政
令
で
定
め
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

３

第
三
十
七
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

○
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
（
抄
）

第
六
条

第
一
種
漁
港
で
あ
つ
て
そ
の
区
域
が
一
の
市
町
村
の
区
域
に
限
ら
れ
る
も
の
は
、
市
町
村
長
が
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
い
て
、
名
称
及

び
区
域
を
定
め
て
指
定
す
る
。

２

第
一
種
漁
港
で
あ
つ
て
そ
の
区
域
が
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
に
わ
た
る
も
の
及
び
第
二
種
漁
港
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
見

を
聴
い
て
、
名
称
及
び
区
域
を
定
め
て
指
定
す
る
。

３

そ
の
区
域
が
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
わ
た
る
第
一
種
漁
港
及
び
第
二
種
漁
港
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
農
林
水
産
大
臣
が
、
水
産
政
策

審
議
会
の
議
を
経
、
か
つ
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
い
て
、
名
称
及
び
区
域
を
定
め
て
指
定
す
る
。

４

第
三
種
漁
港
及
び
第
四
種
漁
港
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
、
水
産
政
策
審
議
会
の
議
を
経
、
か
つ
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
い
て
、
名
称
及
び
区

域
を
定
め
て
指
定
す
る
。

５
～

（
略
）

11
（
漁
港
の
保
全
）

第
三
十
九
条

漁
港
の
区
域
内
の
水
域
又
は
公
共
空
地
に
お
い
て
、
工
作
物
の
建
設
若
し
く
は
改
良
（
水
面
又
は
土
地
の
占
用
を
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
、
土

砂
の
採
取
、
土
地
の
掘
削
若
し
く
は
盛
土
、
汚
水
の
放
流
若
し
く
は
汚
物
の
放
棄
又
は
水
面
若
し
く
は
土
地
の
一
部
の
占
用
（
公
有
水
面
の
埋
立
て
に
よ
る

場
合
を
除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
漁
港
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
若
し
く
は
漁
港

管
理
規
程
に
よ
つ
て
す
る
行
為
又
は
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
軽
易
な
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
～
８

（
略
）
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○
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
「
公
共
海
岸
」
と
は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
公
共
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
海
岸
の
土
地
（
他
の
法
令
の
規
定
に
よ

り
施
設
の
管
理
を
行
う
者
が
そ
の
権
原
に
基
づ
き
管
理
す
る
土
地
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
き
、
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
公
共
の
用
に
供

さ
れ
て
い
る
海
岸
の
土
地
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
定
し
、
公
示
し
た
土
地
に
限
る
。
）
及
び
こ
れ
と
一
体

と
し
て
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
、
公
示
し
た
低
潮
線
ま
で
の
水
面
を
い
い
、
「
一
般
公
共
海
岸
区
域
」
と
は
、
公

共
海
岸
の
区
域
の
う
ち
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
海
岸
保
全
区
域
以
外
の
区
域
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
海
岸
管
理
者
」
と
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
海
岸
保
全
区
域
及
び
一
般
公
共
海
岸
区
域
（
以
下
「
海
岸
保
全
区
域

等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
第
五
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定

に
よ
り
そ
の
管
理
を
行
う
べ
き
者
を
い
う
。

（
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
）

第
三
条

都
道
府
県
知
事
は
、
海
水
又
は
地
盤
の
変
動
に
よ
る
被
害
か
ら
海
岸
を
防
護
す
る
た
め
海
岸
保
全
施
設
の
設
置
そ
の
他
第
二
章
に
規
定
す
る
管
理
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
防
護
す
べ
き
海
岸
に
係
る
一
定
の
区
域
を
海
岸
保
全
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
河
川
法
（

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
の
河
川
区
域
、
砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ

り
指
定
さ
れ
た
土
地
又
は
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
保
安
林
（
同
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
後
段
又
は
第
二
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
安
林
を

除
く
。
以
下
次
項
に
お
い
て
「
保
安
林
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
同
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
保
安
施
設
地
区
（
以
下
次
項
に
お
い
て
「
保
安
施
設
地

区
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
～
５

（
略
）

（
指
定
に
つ
い
て
の
協
議
）

第
四
条

都
道
府
県
知
事
は
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
港
湾
区
域
（
以
下
「
港
湾
区
域
」
と
い
う
。
）

、
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
隣
接
地
域
（
以
下
「
港
湾
隣
接
地
域
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
同
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都

道
府
県
知
事
が
公
告
し
た
水
域
（
以
下
「
公
告
水
域
」
と
い
う
。
）
又
は
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
か
ら

第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
し
た
漁
港
の
区
域
（
以
下
「
漁
港
区
域
」
と
い
う
。
）
の
全
部
又
は

一
部
を
海
岸
保
全
区
域
と
し
て
指
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
港
湾
区
域
又
は
港
湾
隣
接
地
域
に
つ
い
て
は
港
湾
管
理
者
に
、
公
告
水
域
に
つ
い
て
は
公
告

水
域
を
管
理
す
る
都
道
府
県
知
事
に
、
漁
港
区
域
に
つ
い
て
は
漁
港
管
理
者
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

（
海
岸
保
全
区
域
の
占
用
）

第
七
条

海
岸
管
理
者
以
外
の
者
が
海
岸
保
全
区
域
（
公
共
海
岸
の
土
地
に
限
る
。
）
内
に
お
い
て
、
海
岸
保
全
施
設
以
外
の
施
設
又
は
工
作
物
（
以
下
次
条

、
第
九
条
及
び
第
十
二
条
に
お
い
て
「
他
の
施
設
等
」
と
い
う
。
）
を
設
け
て
当
該
海
岸
保
全
区
域
を
占
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
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と
こ
ろ
に
よ
り
、
海
岸
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

（
海
岸
保
全
区
域
に
お
け
る
行
為
の
制
限
）

第
八
条

海
岸
保
全
区
域
内
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
海
岸
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
政
令
で
定
め
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

土
石
（
砂
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
採
取
す
る
こ
と
。

二

水
面
又
は
公
共
海
岸
の
土
地
以
外
の
土
地
に
お
い
て
、
他
の
施
設
等
を
新
設
し
、
又
は
改
築
す
る
こ
と
。

三

土
地
の
掘
削
、
盛
土
、
切
土
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

２

（
略
）

（
許
可
の
特
例
）

第
十
条

港
湾
法
第
三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
第
一

項
又
は
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２

（
略
）

（
一
般
公
共
海
岸
区
域
に
お
け
る
行
為
の
制
限
）

第
三
十
七
条
の
五

一
般
公
共
海
岸
区
域
内
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
海
岸
管
理
者
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
政
令
で
定
め
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

一

土
石
を
採
取
す
る
こ
と
。

二

水
面
に
お
い
て
施
設
又
は
工
作
物
を
新
設
し
、
又
は
改
築
す
る
こ
と
。

三

土
地
の
掘
削
、
盛
土
、
切
土
そ
の
他
海
岸
の
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
で
政
令
で
定
め
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

（
主
務
大
臣
等
）

第
四
十
条

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

港
湾
区
域
、
港
湾
隣
接
地
域
及
び
公
告
水
域
に
係
る
海
岸
保
全
区
域
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣

二

（
略
）

三

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
の
際
現
に
国
、
都
道
府
県
、
土
地
改
良
区
そ
の
他
の
者
が
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九

十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
土
地
改
良
事
業
と
し
て
管
理
し
て
い
る
施
設
で
海
岸
保
全
施
設
に
該
当
す
る
も
の
の
存
す
る
地
域
に
係
る
海
岸

保
全
区
域
及
び
同
法
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
る
土
地
改
良
事
業
計
画
に
基
き
海
岸
保
全
施
設
に
該
当
す
る
も
の
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
地
域
に
係

る
海
岸
保
全
区
域
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
大
臣

四
～
六

（
略
）

２
～
４

（
略
）
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○
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
（
抄
）

（
河
川
及
び
河
川
管
理
施
設
）

第
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
河
川
」
と
は
、
一
級
河
川
及
び
二
級
河
川
を
い
い
、
こ
れ
ら
の
河
川
に
係
る
河
川
管
理
施
設
を
含
む
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

（
河
川
区
域
）

第
六
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
河
川
区
域
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
域
を
い
う
。

一

河
川
の
流
水
が
継
続
し
て
存
す
る
土
地
及
び
地
形
、
草
木
の
生
茂
の
状
況
そ
の
他
そ
の
状
況
が
河
川
の
流
水
が
継
続
し
て
存
す
る
土
地
に
類
す
る
状
況

を
呈
し
て
い
る
土
地
（
河
岸
の
土
地
を
含
み
、
洪
水
そ
の
他
異
常
な
天
然
現
象
に
よ
り
一
時
的
に
当
該
状
況
を
呈
し
て
い
る
土
地
を
除
く
。
）
の
区
域

二

河
川
管
理
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域

三

堤
外
の
土
地
（
政
令
で
定
め
る
こ
れ
に
類
す
る
土
地
及
び
政
令
で
定
め
る
遊
水
地
を
含
む
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
域
の
う
ち
、
第
一
号
に

掲
げ
る
区
域
と
一
体
と
し
て
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
河
川
管
理
者
が
指
定
し
た
区
域

２
～
６

（
河
川
管
理
者
）

第
七
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
河
川
管
理
者
」
と
は
、
第
九
条
第
一
項
又
は
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
河
川
を
管
理
す
る
者
を
い
う

。
○
水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
（
抄
）

（
工
事
の
制
限
等
）

第
十
八
条

保
護
水
面
の
区
域
（
河
川
、
指
定
土
地
又
は
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項
（
港
湾
区
域
の
定
義
）
に
規
定
す

る
港
湾
区
域
若
し
く
は
同
法
第
五
十
六
条
第
一
項
（
港
湾
区
域
の
定
め
の
な
い
港
湾
）
に
規
定
す
る
水
域
（
第
五
項
に
お
い
て
「
港
湾
区
域
」
と
総
称
す
る

。
）
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
内
に
お
い
て
、
埋
立
て
若
し
く
は
し
ゆ
ん
せ
つ
の
工
事
又
は
水
路
、
河
川
の
流
量
若
し
く
は
水
位
の
変
更
を
来
す
工
事
を
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
保
護
水
面
を
管
理
す
る
都
道
府
県
知
事
又
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
ら
な
い

。
２
～
４

（
略
）

５

国
土
交
通
大
臣
又
は
港
湾
管
理
者
（
港
湾
法
第
二
条
第
一
項
（
港
湾
管
理
者
の
定
義
）
に
規
定
す
る
港
湾
管
理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
港
湾
区
域

内
に
お
け
る
第
一
項
に
掲
げ
る
工
事
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
こ
れ
ら
の
工
事
に
つ
い
て
港
湾
管
理
者
が
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
（
港
湾
区
域
内
の
工

事
の
許
可
）
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
し
、
同
条
第
三
項
（
港
湾
区
域
内
の
国
等
の
工
事
に
つ
い
て
の
特
例
）
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
応
じ
、
都
道
府
県
知
事

が
同
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
し
、
同
条
第
三
項
（
港
湾
区
域
の
定
の
な
い
港
湾
へ
の
準
用
）
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
応
じ
、
若
し
く

は
港
湾
管
理
者
が
同
法
第
五
十
八
条
第
二
項
（
公
有
水
面
埋
立
法
と
の
関
係
）
の
規
定
に
よ
り
公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
規
定

に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
職
権
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
工
事
が
保
護
水
面
の
区
域
内
に
お
い
て
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
国
土
交
通
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大
臣
、
港
湾
管
理
者
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
保
護
水
面
を
管
理
す
る
都
道
府
県
知
事
又
は
農
林
水

産
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

（
略
）

○
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
抄
）

（
防
衛
出
動
）

第
七
十
六
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
（
以
下
「
武
力
攻
撃
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
事
態
又
は
武
力
攻
撃
が
発
生

す
る
明
白
な
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
事
態
に
際
し
て
、
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
自
衛
隊
の

全
部
又
は
一
部
の
出
動
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の

安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
九
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
出
動
の
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
自
衛
隊
の
撤
収
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
防
御
施
設
構
築
の
措
置
）

第
七
十
七
条
の
二

防
衛
大
臣
は
、
事
態
が
緊
迫
し
、
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
お
い

て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
か
つ
、
防
備
を
あ
ら
か
じ
め
強
化
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
地
域
（
以
下
「
展
開
予
定
地
域
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
た
上
、
そ
の
範
囲
を
定
め
て
、
自
衛
隊
の
部
隊

等
に
当
該
展
開
予
定
地
域
内
に
お
い
て
陣
地
そ
の
他
の
防
御
の
た
め
の
施
設
（
以
下
「
防
御
施
設
」
と
い
う
。
）
を
構
築
す
る
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
消
防
法
の
適
用
除
外
）

第
百
十
五
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

３

消
防
法
第
十
七
条
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自

衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
の
工
事
を
行
つ
た
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
防
火
対
象
物
で
政
令
で

定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関

す
る
法
律
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
撤
収
（
以
下
第
百
十
五
条
の
十
七
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
撤
収
」
と
い
う
。
）
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七

十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

４

（
略
）
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○
海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
号
）
（
抄
）

（
沿
岸
水
産
資
源
開
発
区
域
の
指
定
）

第
五
条

（
略
）

２

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
港
湾
区
域
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
方
港
湾
で
農
林
水
産
大
臣
が
国

土
交
通
大
臣
と
協
議
し
て
指
定
す
る
も
の
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
同
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
公
告
し
た
水
域
（
農

林
水
産
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
と
協
議
し
て
指
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
海
洋
水
産
資
源
の
開
発
の
促
進
上
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
港
湾
管
理
者
又
は
当
該
水
域
を
管
理
す
る
都
道
府
県
知
事
と
協
議
が
調
つ
た
と
き
に
限
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
開
発
区
域
の
指
定
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

３
～
６

（
略
）


